
質疑応答表 

分担 質問（実施順） 

回答 

株式会社理究キッズ ① 株式会社明日香 ② 
シダックス大新東ヒューマン

サービス株式会社 ③ 
キャレオス株式会社 ④ 株式会社明日葉 ⑤ 

松原 

副委員長 

基本理念に基づ

く事業の実施に

ついて 

子ども達自身がどのようなこ

とを考えて活動したいと思っ

ているのか、子ども達の意見を

尊重し、個々に対応できるよう

な環境を整え、サポートできる

よう努めている。 

普段の生活では、子ども達の

“やりたいことをやる“を意識

している。実際にたまなわで

は、子ども達は自然が大好き

で、校庭に裸足で出て虫を捕っ

たり、雪が積もった日も校庭に

出たりする姿を見守ることを

大切にしている。子どもたちが

興味を持ってやりたいと思っ

たことを支援員が否定するの

ではなく、寄り添い実現させる

ことを通して、普段の生活から

子ども発信でできるよう工夫

している。 

支援員と子ども、子ども同士の

日常の日々の関わりを大切に

している。関わり方も、肯定的

な言葉を遣い、お子さんの良い

ところを伸ばすよう意識して

関係づくりを行っている。 

継続的に目的のあるものにみ

んなで取り組んでいくことが

重要であると思う。子ども達が

次はこんなことがやりたいな

と日々想像できるような引き

出しを作れるよう子ども達と

携わっていく。そのためには、

子どもたちが利用する際に今

日何をするのか明確な目標を

持つことが大事である。そうい

ったプログラムを充実させて

いく。 

 

提案書にも記載したプログラ

ムや地域との連携事業等を中

心に、全国で培ったノウハウを

活かして質を高めていく。 

「楽しい」は子どもの心の動き

だと思っている。それは、声掛

けによるものが大きい。支援員

が子どもを褒めることで、子ど

もの承認欲求を満たし、かまく

らっ子が楽しい居場所である

という考えに繋げていきたい。 

企画書は子どもからこんなこ

とをやりたいという声があっ

たことから始まった。 

 

モニタリングに

関して 

児童が意見を集め、目標設定を

行う「子ども会議」について、 

「子ども会議」実施後、職員が

「子ども会議」の議事録を作成

し、子ども達が見える場所に掲

示するなどしてフィードバッ

クを行っている。 

いただいた意見は支援員と本

部も含めて共有し改善してい

る。個別的な案件は、個々に対

応している。運営協議会等でい

ただいた保護者の意見も改善

できるところから改善してい

る。 

また、かまくらっ子に関するア

ンケートを子ども達に対して

定期的に実施し、子ども達の想

いを吸い取るようにしている。 

まだ始まったばかりでフィー

ドバックはできていないが、子

ども達のやりたい気持ちを今

議事録に残しているところで

ある。秋にイベント実施を考え

ている。 

どんな支援が好きか、苦手か、

子ども達にアンケートを取っ

ていく。意見を集約し、子ども

達がやりたいことを実現して

いくことで自己肯定感に繋げ

ていく。フィードバックもアン

ケートにて実施。１票でも入っ

ているのは意見として認めて

いく。 

“気になる木”はもともと意見

箱があったが堅いため、子ども

が投函しなかった。子どもが投

票しやすいように柔らかくし

て、葉っぱの形をした意見書に

変更し、皆が見えるところで自

分の意見を公表するものであ

る。新しく始めるにあたって丸

投げでは難しいため、子ども達

から意見をきいて、子ども達と

一緒にかまくらっ子をどんど

ん良くしようと思っているこ

とを子どもに伝える。そのため

には、まず支援員の子どもへの

声掛けからスタートしていく。 

品川 

委員 

特別な配慮を 

必要とする児童

への取り組みに

ついて 

入所申請の段階で、配慮が必要

となる可能性の高い児童につ

いては、入所前に保護者と面談

を行う。面談で得た情報をもと

に、学校との情報共有など連携

しつつ、保護者とも定期的にコ

ミュニケーションを取り、受け

入所の際に保護者が気になる

点がある場合、必ず支援員と１

対１の面談を設けている。その

際に、子どもの特性や留意点を

共有し、保護者と同じ想いで支

援できるよう心掛けている。学

校側とも連携し、学校と同様の

児童と保護者とのコミュニケ

ーション重視。保護者に寄り添

い、保護者が何を望まれている

か把握し、しっかりコミュニケ

ーションをとって施設ごとに

各お子さんに合わせて対応を

行っている。 

特別支援に関しては、保護者の

思いが重要であるため、しっか

り寄り添っていく。児童発達支

援管理責任者が神奈川県で 10

名いる。心配がある保護者の次

の明確なステップを示すこと

が必要である。そうすること

基本的には、学校との連携、ヒ

アリングが重要である。加え

て、会社独自の専門的な研修プ

ログラムもある。また、児発管・

公認心理士の資格を持つ専門

的なスタッフによる定期的な

巡回による職員へのアドバイ



入れを行う。 体制をとることで子どもに不

安を与えない支援を行うこと

を大切にしている。 

実際に、たまなわでは、支援級

の児童が授業の一環で遊びに

来る子がおり、先生と支援員の

間で関係性を築くことができ

ていると考えている。 

医療的ケア児については、実績

はないが、医療的ケア児を受け

入れる体制は整っている。 

で、かまくらっ子に参加してよ

かったとよりポジティブな意

見が増えると思う。配慮を必要

とする児童も増加しているの

で相談できる環境づくりが出

来るようＩＣＴツールを導入

していきたい。 

スを活かした運営を行ってい

く。 

子どもも小さいながら社会性

があるので、それぞれ認め合

い、活動することの指導も含め

て地域の方と連携している。加

えて、生活の連続性が大事であ

る。放課後デイサービスを併用

している場合、保護者の同意を

得たうえで子どもに適した指

導やケアができるように情報

交換を行い、かまくらっ子でも

個別の指導計画を反映させた

内容での支援や子どもが育つ

環境を作っていきたい。 

危機管理体制に

ついて 

特に夏は、熱中症対策と感染症

対策を両立させる必要がある。 

子ども達に対する指導で混乱

が起きないように、学校での指

導を基に、かまくらっ子でも指

導を行うことを原則としてい

る。学校とかまくらっ子で対応

が異なる地震対策については、

月に１回、避難訓練を実施して

いる。 

感染症対策については、子ども

達が密にならないような席の

工夫や、夏場は水分摂取をこま

めに行いながら必要以上にマ

スクを外さないように努めて

いる。スタッフも同様に、食事

の際は互い違いになる等の工

夫を行っている。職員には発熱

した際など感染症に関するフ

ローチャートを渡して、リスク

の少ないように対応している。 

事故防止は場所の見学等行い、

児童が安全に学校からかまく

らっ子に移動できるようスタ

ッフの配置にも配慮していく。 

避難訓練は毎月実施している。

練習ではなく、実際に起きたこ

とを想定した上で訓練を行う

よう職員に意識させている。ま

た、乳幼児親子が利用されてい

るときに地震等が起こること

も考えられるので時間や場所

で複数のパターンを想定して

訓練を実施していく必要があ

ると考える。 

防災について、避難訓練を行う

中で、避難経路の確認や集合場

所の確認を行う。また、会社独

自のアプリがあり、そのアプリ

には全国のヒヤリハット事例

が集約されている。そのため、

他施設で起きた事例を自分の

施設で起きないか確認し、安

心・安全を確保していきたい。 

天災については、マニュアル化

し、支援員が見識を持つことが

重要である。そのため、支援員

に危機管理体制について徹底

していく。また、避難訓練、防

災訓練、防犯訓練はそれぞれ目

的も違えば、避難場所も違うた

め、１つにまとめて行うのでは

なく、それぞれ訓練を行ってい

く。 

熱中症、感染症等あるが、子ど

も達自身が危険から身を守る

ことをどのように支援できる

かということを考えている。感

染症対策であれば、手洗いの必

要性を子どもたちに伝えて、子

どもの危機管理の意識を高め

ていく形で運営をしていきた

い。 

管理部門については、職員の家

族、本人等様々なパターンがあ

るので、事業継続のため、指針

を用いて安定的な運営を実現

していく。 



石見 

委員 

かまくらっ子に

ついて（保護者

との連携） 

電話、手紙及びメールはもちろ

ん、保護者と直接会う機会を作

ろうということで、子どもの家

利用者だけでなく子どもひろ

ば利用者にも声掛けして保護

者懇談会を実施している。子ど

もの家が８割、子どもひろばが

２割程度の割合で参加いただ

いいるように、少しずつコミュ

ニケーションの活動も広げな

がら、子どもひろばの活動も保

護者にご理解いただける工夫

をしようと努めている。 

児童の成長には保護者との連

携も不可欠だと考える。子ども

の家及び子どもひろば関係な

く、施設のイベント情報等周知

はホームページや Twitter な

どの SNS を活用している。ま

た、ICTシステムを活用し、保

護者と日々の連絡を取り合え

る形をとりたいと考えている。 

子どもひろばの児童について

は、なにかあればコミュニケー

ションを図っている。保護者と

家庭での様子も聞きながら関

係性を作っている。 

子どもひろばの保護者とのコ

ミュニケーションツールとし

て、アプリの導入を検討してい

る。アプリ内の連絡を通じて、

関係性を築いていきたい。 

子どもひろばの保護者とは、相

談も承る体制を整えたい。現在

も使用しているアプリの連絡

機能を導入し、思いついたとき

にアプリで相談ができる、風通

しの良い関係づくりを築きた

い。また、定期的に紙媒体のお

便りによって子どもたちの普

段の様子を発信していく。 

 

アフタースクールの保護者と

の連携については、お迎え等が

ないため、声掛けする機会が少

なく、情報交換が難しい重要課

題と捉えている。今回の提案に

はないが、ICTの活用をして、

お便りやホームページを活用

して活動の報告をする等行っ

ていきたい。活動の中で気にな

ることがあれば個別に連絡を

する。学校と連携して情報交換

をしながら、保護者が見えない

ところでの活動も保護者と共

有し、子ども達が最適に育つよ

うな支援をしていきたいと考

えている。 

スタッフの配置

に関して 

にかいどうの常勤４名につい

ては、基本的に原則継続で考え

ている。 

 

高校生のボランティアについ

ては、部活単位の参加が一番多

い。クラブ活動の一環として、

各施設に来所し、子どもたちと

交流している。個人での場合

は、かまくらっ子卒業生が支援

員を懐かしんで、来所してい

る。 

にかいどうの常勤４名につい

ては、継続雇用を検討している

が、予算もあるので、天秤にか

けて対応する。意向確認で継続

希望であれば継続ということ

を第一優先で進めていく。 

にかいどうの常勤４名につい

ては、継続雇用を検討してい

る。 

にかいどうの常勤４名につい

ては、継続雇用を検討してい

る。加えて当社からの職員を派

遣し、エリア全体を管轄したい

と考えている。 

 

二階堂の 4人(常勤)についても

継続雇用を検討している。 

まずは現状を引き継ぐことが

重要である。指定管理期間の 5

年の中では異動の可能性はあ

る。 

乳幼児の受け入

れに関して 

いなむらがさきも含め、乳幼児

を受け入れることは大前提と

して考えている。但し、いなむ

らがさきは学校内の施設であ

るため、活動に制約があること

も事実である。利用者が困るこ

とのないよう、スペースを区切

るなどして、できる範囲で対応

する。 

 

運営しているしちりがはまの

施設は雨天時を中心に、自主保

育の団体か連絡を受けて、受け

入れをしている。 

但し、運営が開始して半年弱で

存在そのものを知らない方が

多いのが現状。乳幼児利用がで

きることの周知をし、関係性を

構築する。 

保育士の資格持つスタッフも

いるので、専門的な分野でも、

保護者に寄り添って悩みを引

き出し、保護者にとってホッと

できる空間であり、子どもにと

っては安全・安心な場所でのび

のび過ごすことができる環境

づくりを進める。 

たまなわでは、月１に子育てサ

ロンの団体が利用している。こ

のように、団体とのかかわりも

ベビープログラムはまだ始ま

ったばかりだが、おもちゃ、支

援員との関わりや部屋での過

ごし方等肯定的な意見をいた

だいている。秋以降には、体操

プログラムの資格を持った支

援員によるプログラム等を検

討している。 

自主保育の団体とは、雨天時な

どによくご利用いただいてい

る。 

まだ自主保育の団体との関わ

りは持ったことないが、今後は

連携を密にしていきたい。 

３歳未満の児童については、現

在運営している施設でも受け

入れ体制が整っており、マニュ

アルの標準化等を徹底してい

く。 

現在の実施頻度等しっかり引

継ぎをしていきたい。 

地域の子育て支援拠点として

午前開所を行っている自治体

は中々ないが、当社が運営する

自治体でも、乳幼児の受け入れ

を行っている自治体がいくつ

かある。地域のサークルや自主

保育の団体に声がけを行い、プ

ログラム等の活動を通して、か

まくらっ子の午前開所につい

てのポジティブな口コミが広

がっていくように努めたい。 



コロナ渦となったため、実績数

としては多くはない。 

密にしていく。 

加藤 

委員長 

コーディネータ

ーとのコミュニ

ケーションにつ

いて 

現場のスタッフは子ども達と

直接関わっているため、子ども

たちの声に一番耳を傾けてい

る。現場のスタッフは、子ども

達の声を理解し、保護者に繋ぐ

役割を担っている。保護者と子

ども達が認識を合わせ、子ども

達がぜひ行きたいと思っても

らえるような環境作りを心掛

けている。 

 

集団の中で自分から意見を言

える子と言えない子がいるの

は事実である。その中でだれが

意見を出していないかをきち

んと把握し、一人ひとりに寄り

添いながら、実際に思っている

ことを引き出せるよう支援員

と児童の信頼関係を築いてい

く。そのためにも、スタッフの

配置は安定した体制で運営で

きるよう配慮していく。 

 

家庭環境については、普段保護

者と話す中で気になる点つい

ては、保護者と面談をするよう

努めている。実際に、しちりが

はまでは、心理相談員と保護者

の面談を実施するなどサポー

ト体制を整え、家庭環境への理

解を深められるように取り組

んでいる。 

目立つ行動をする児童につい

ては、何か背景があるというこ

とを支援員は常に心に留めて

いる。そのため、一方的に行為

を否定するのではなく、どうし

て問題行動を起こしてしまう

のか背景を捉えて、無理強いせ

ず子どもが安心して過ごせる

よう働きかけていく。職員への

研修も数回実施。 

市からも障がいに関する研修

案内ある。社内にも臨床心理士

の採用も進めていくので、より

良い支援ができるよう勧めて

いく。 

 

放課後かまくらっ子の基本理

念に念頭におき、自分が育った

街にどんな人が住んでいるの

か、またどんな地域性があるの

か学び、地域住民のお力添えを

いただき、異年齢の方との関わ

りを増やし、より地域とのつな

がりを深めていきたい。 

アンケート結果より、徐々に子

どもの自主的な参加が増えて

きているが、保護者の中には保

育の場であるというイメージ

がまだ根強い。そのため、保護

者の方及び子どもたちとの信

頼関係を築いていきたい。ま

た、子どもたちにとって面白い

と感じるものを提供していき

たい。コロナ渦でもできること

として、全国で運営している当

社だから出来る全国と繋いで

子どもたちの交流などを図っ

てる。課題となっている高学年

のプログラムについては、先日

タグラグビーが好評だった。今

後も子どもたちの意見を聞き

ながら、楽しいプログラムを行

い、支援員と子どもたちが何で

も相談しあえる関係を築き、安

心して利用いただける施設に

したい。 

 

支援員がこどもの背景をしっ

かり理解するために支援員の

教育には力を入れている。保護

者も悩みを抱えているので、保

護者向けセミナーを実施し、支

援員と話すことで家庭環境が

好転したという事例もある。地

域に寄り添って今後も運営し

ていきたい。 

子ども達と人として付き合う

ことを大切にしている。支援員

が子どもの懐に入れるのかが

重要である。それができるよう

指導を行い、研修を実施してい

く。安心・安全が守られている

と子ども達が感じるのは楽し

いという時だと思う。楽しいを

作るために子ども達の懐に入

れるかどうか、例えば共通言語

を知っているかどうか、という

ことが重要である。そういった

支援を行ってもらうために研

修等が重要になってくる。 

 

鎌倉は歴史も深い文化もある

所である。まず鎌倉を知ること

が大切である。住んでいる人か

らするとただの風景になって

いるところも他からみると新

鮮なものである。鎌倉の歴史や

文化を子どもにも知ってもら

い、永住したいと思えるような

きっかけづくりができればと

思う。 

まず第一歩として、放課後かま

くらっ子に来ていただくため

に、他自治体では、学校に職員

が伺い、事業を紹介している。

そういった取り組みから少し

ずつ広がっていくよう努めて

いる。 

また、児童の生活の連続性を意

識し、家庭的に配慮が必要な児

童について、早期発見を目指

し、関係部署との丁寧な連携・

協力をしていきたい。 

今までの実績から、地域のパト

ロールの方など地域の方と情

報交換をすることはとても重

要だと考えている。高校生のボ

ランティアサークルと一緒に

活動を行い、異学年交流等で地

域の方と顔見知りになり、地域

に愛着が持てるようにする。 

実際に、当社には鎌倉市出身の

職員がおり、地域に貢献したい

という申し出があったため、今

回の応募に至った。 

ＩＣＴ活用にお

ける放課後かま

くらっ子の運営

について 

現在運営している各施設では

オンラインのプログラムに常

時対応できるよう、プロジェク

ター、スクリーン及びスピーカ

今までもオンラインを使った

活動の実績はあり、オンライン

のゲーム大会や地域の方から

学んだことを実施するなど積

オンラインに寄りすぎると本

来の幼児期の発達に支障が出

る可能性がある。かまくらっ子

では、昔あそび等のプログラム

ICTの問題点として、時間帯が

キーとなる。ICT に気を取ら

れ、家に帰っても仕事をするの

ではなく、しっかり線引きをし

オンラインの工場見学や、海外

と繋ぐプログラムを導入して

いる。 

オンラインの良いところは双



ーといった基本的な機材の設

置は必ず配慮している。あわせ

て、オンライン会議も対応でき

るよう、定期的にオンライン会

議の機会を設けている。また、

長期休暇期間には当社の本部

として独自企画でオンライン

プログラムを実施しており、子

ども達にも長期休暇になると、

あのオンラインプログラムが

あるとたのしみにしてもらえ

るような環境作りを行ってい

る。 

極的に取り組んでいく。 を実施していたが、コロナ渦で

制限がかかったときにオンラ

インを活用した。コロナ渦以前

は交流のなかった全国の子ど

もとつながることで、今までと

違う子ども達の興味関心を引

き出せれば良いと感じている。 

 

石栗先生は全国対応だが、鎌倉

の子ども達は毎週木曜日にチ

ャンネルを繋いでコミュニケ

ーション図っている。 

て仕事ばかりにならないよう

にしていきたい。 

サイレントタイムは、学術的な

ものではないが、運動の前後に

クールダウンすることで、集中

力の低下、ケガのリスク回避の

ため、導入している。 

方向で意見を交わせるところ

である。但し、課題として実際

に触ることができないため、プ

ログラム開催前に本物を送っ

てもらう等対応をしている。地

域の方との連携による本物体

験とオンライン体験を併用し

てうまくプログラムを取り入

れていきたい。 

また、職業体験プログラムにつ

いては最近始めた取り組みで

ある。現在は消防署等公の職業

のみだが、今後は民間企業の職

業体験も行っていきたい。 

大西 

委員 

財務に関する質

問全般 

決算報告で、一部赤字になって

いるが、計算ミスによるもの。

経営については全く問題ない。 

運営上、子ども達による水の出

しっぱなし等は注意促し等を

支援員が行い、他にも節電など

小さなことから経費削減に努

めている。 

収支予算書では人員の配置が

重要であると考えている。新１

年生の入所者数等によってう

まく人員調整を行っていきた

い。支援員だけでなく、コーデ

ィネーターの配置についても

必要時間等算出しており、人員

に重きを置いている。 

人件費部分で現在の処遇を下

回らないように努めることを

大前提と考えている。また、職

員にはコスト意識をしっかり

持ってもらい、備品等使い切る

のではなく、近隣の事業所と共

有するなど経費削減につなげ

たい。 

人件費について重要視してい

る。継続してもらうモチベーシ

ョンとして昇給が大きく寄与

すると思う。そのため、毎年昇

給費用を計上しているところ

が当社の特徴である。経費削減

について、ただ削減すればいい

というわけではないことを大

前提に考えている。子ども達の

ためになるものに投資を行う。

そのため、物品購入時に仕入れ

価格を下げる取り組みをする

ことで経費削減を行っている。 

 


